
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数
アロマコーディネーター ③ 5人 5人

ボディートリートメントセラピスト ③ 6人 6人
人 介護予防運動指導員 ③ 10人 8人
人 はり師 ② 19人 12人
人 きゅう師 ② 19人 13人
％

％

（令和 4

4 名 7 ％

就職説明会の実施。
長期休みを利用した治療院見学。

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄

専門学校中央医療
健康大学校

2009/3/25 鈴木　啓之
〒422-8006　静岡県静岡市駿河区曲金6-7-15

（電話） 054-202-8700
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人鈴木学園 1968/11/9 理事長　鈴木　啓之
〒411-0036　静岡県三島市一番町15-35

（電話）

医療 医療専門課程 トータルケア鍼灸学科（昼間部） 2010/2/26 －

（別紙様式４）

令和5年6月1日※１
（前回公表年月日：令和4年6月1日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

学科の目的
教育基本法（昭和２２年法律第２５号）の精神に則り、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に従い、次に掲げる事項を行うとともに、
教養の向上と人格の陶冶を図るため、組織的な教育を行う。
あん摩マツサージ指圧師、はり師、きゆう師等に関する法律（昭和22年12月20日法律第217号）に基づく鍼灸師の養成に必要な科学的知識・技能の教授

055-971-1833
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 2016/2/19

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

0時間 540時間
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内数 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 昼間 3028時間 2308時間 0時間 180時間

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日 成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
前期末・後期末に各科目の試験を実施。
60点以上を合格とする。

78人 60人 0人 6人 11人 17人

長期休み

■学年始め：4月1日
■夏　　季：8月上旬～8月下旬
■冬　　季：12月下旬～1月上旬
■春　　季：3月下旬～4月上旬

卒業・進級
条件

・履修時間を満たしている。
・各科目の成績評価が全て合格であること。
・当該年度までの学費及び受験料がすべて
　納入されていること。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 就職説明会、解剖見学

長期欠席者に対しては、学科長、各学年担任との面談を通し
、
問題点を抽出するとともに、学生との会話を重ねながら、
問題解決に繋がるよう努めております。

■サークル活動： 無

■その他
研修

年度卒業者に関する

■就職者数　　　　 　　 18
100■就職率　　  　　　 　　　　：

■卒業者に占める就職者の割合
： 94.7 

令和4年4月1日時点において、在学者57名（令和4年4月1日入学者を含む）
令和5年3月31日時点において、在学者53名（令和4年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

学業不振、進路変更（就職）

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
URL:http://www.suzuki.ac.jp

令和5年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容

■卒業者数　　　　　　 19
■就職希望者数　　　 18

■主な就職先、業界等（令和4年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
鍼灸接骨院 （令和3年度卒業者に関する令和3年5月1日時点の情報）

■中退防止・中退者支援のための取組
個人面談、保護者面談、スクールカウンセラーによる面談、教員の外部機関メンタルヘルス研修、個別対応指導　
進路変更等の理由については、変更先の情報を収集し、面談を通じて情報提供を行う　等

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　無
※有の場合、制度内容を記入

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）
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種別

①

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

土屋　奈央 鍼灸サロンQuiet　代表
令和4年4月1日
　　　　　　　　～令和5年3月31
日

令和4年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

鈴木　啓之 専門学校中央医療健康大学校　学校長
令和4年4月1日
　　　　　　　　～令和5年3月31
日

森　勇樹
専門学校中央医療健康大学校　トータルケア

鍼灸学科　学科長

令和4年4月1日
　　　　　　　　～令和5年3月31
日

坂木　傑
専門学校中央医療健康大学校　トータルケア

鍼灸学科　副学科長

令和4年4月1日
　　　　　　　　～令和5年3月31
日

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

　 また、学科内で情報を共有し適宜カリキュラムの見直しを行う。
・授業外で企業と連携した特別講義を実施するなど、常に新しい知識と技術が習得できる時間を確保する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

　最終的に副校長及び校長の許可を経て決定する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

靱矢　哲生
公益社団法人　静岡県鍼灸師会　 

学術部・青年部長

令和4年4月1日
　　　　　　　　～令和5年3月31
日

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

松井　敬宏 まつい鍼灸治療院　院長
令和4年4月1日
　　　　　　　　～令和5年3月31
日

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること
。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合には、種別の欄は空欄で構いません。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回（10月、3月）

卒業生も増えてきているので、卒業生や他の鍼灸師との連携を強化したいという意見をもらい
卒業生セミナーを開催していく。

（開催日時（実績））
第1回　令和4年10月28日　13：30～15：30
第2回　令和5年3月28日　15：00～17：00



科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

鍼灸臨床実習
・臨床実習を通して、鍼灸臨床に必要な知識・技術・態度
を
　身につける。

大橋針灸療院等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

通常の授業では伝えることが難しい各種症例について、企業と連携し実際の症例の検討と
その鍼灸施術を学び、鍼灸臨床に必要な知識・技術の習得を基本方針とする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

・治療院に行き、実際の鍼灸治療の流れ等を見学する。
・学修成果の評価は出欠、身だしなみ、態度などと鍼灸師として必要な知識、技術を評価表にて評価する。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。



研修名「全日本鍼灸学会学術大会　」（連携企業等：全日本鍼灸学会）
期間：令和4年6月　　　　対象：常勤職員
内容：現代医療における鍼灸の役割等

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「東洋療法学校協会　第45回教員研修会」（連携企業等：東洋療法学校協会）
期間：令和4年8月　　　　対象：常勤職員
内容：あはき教育の原点である「教育のあり方」について等

（３）研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「全日本鍼灸学会学術大会」（連携企業等：全日本鍼灸学会）
期間：令和5年6月　　　　対象：常勤職員
内容：鍼灸学の次代展望等

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
学内の業務に従事していることでは得ることができない、知識・技術・技能の更新を目的に実施。
専門学校中央医療健康大学校、教職員の研修実施要綱に基づき、専攻分野における実務研修、
指導力の習得・向上のための研修を個々の職務経験と勤務年数に応じて学科長及び副校長、校長と
協議し計画的に受講する。

（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「第15回日本小児はり学会学術集会　」（連携企業等：日本小児はり学会）
期間：令和4年11月　　　　対象：常勤職員
内容：小児のアトピー性皮膚炎に小児はりが有効であった一例

研修名「第50回日本伝統鍼灸学会学術大会　」（連携企業等：全日本伝統鍼灸学会）
期間：令和4年10月　　　　対象：常勤職員
内容：人体場から観た意識.氣と九鍼等

研修名「介護予防主任運動指導員フォローアップ研修　」（連携企業等：東京都健康長寿医療センター）
期間：令和5年9月　　　　対象：常勤職員
内容：フレイル予防の為の運動・栄養等

研修名「日本伝統鍼灸学会学術大会」（連携企業等：日本伝統鍼灸学会）
期間：令和 5年10月　　　　対象：常勤職員
内容：各流派実技供覧等

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「東洋療法学校協会　第45回教員研修会」（連携企業等：東洋療法学校協会）
期間：令和4年8月　　　　対象：常勤職員
内容：未定

研修名「ほめ達入門編」（連携企業等：日本ほめる達人協会）
期間：未定　　　　対象：常勤職員
内容：「ほめる」の考え方を学び等

研修名「アンガーマネジメント」（連携企業等：ほめスタ）
期間：未定　　　　対象：常勤職員
内容：怒りの感情と上手に付き合うための心理トレーニング等

研修名「リアライン・コンセプト　ジョイントヘルスセミナー」（連携企業等：リアラインイノベーション研究所）
期間：令和5年5月　　　　対象：常勤職員
内容：スポーツ障害治療に使用できる手技療法等

研修名「日本小児はり学会学術大会」（連携企業等：日本小児はり学会）
期間：令和 5年11月　　　　対象：常勤職員
内容：小児はりにおける作用機序、教育後縁、症例報告等



種別
他校の教
員

保護者

卒業生

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標
（２）学校運営 （２）学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
 

自己評価に対する評価を基本とし、改善方策・評価項目・重点目標、学校運営の改善取組み等について言及されている
か。

 自己評価の評価結果に対して、評価項目ごと学校関係者評価結果が付された相対的な記載となっているか。
（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（６）教育環境 （６）教育環境
（７）学生の受入れ募集 （７）学生の受け入れ募集
（８）財務 （８）財務

（３）教育活動 （３）教育活動
（４）学修成果 （４）学修成果
（５）学生支援 （５）学生生活支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

授業は分かりやすく感じられましたか？と先生の指導等に満足しましたか？をもう少し高くしたいので、改善のために各教
員が他の教員の授業を聴講しながら、問題点を洗い出していく。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
#REF!

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流

山本　大樹 やまも鍼灸院　院長
令和4年4月1日～
　　　　　　　　　　令和5年3月31
日

小杉　彰宏
中央調理製菓専門学校静岡校　製菓衛生士科　学科

長

令和4年4月1日～
　　　　　　　　　　令和5年3月31
日

藤本　由賀里
専門学校中央医療健康大学校　学生の保護

者

令和4年4月1日～
　　　　　　　　　　令和5年3月31
日

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL:　https://www.suzuki.ac.jp/
公表時期：令和4年7月1日



（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

・本校関係者の理解を深めるとともに、連携や協力を推進するために教育活動その他の学校運営の状況に関する情報を提供する

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校名・所在地・連絡先

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（５）様々な教育活動・教育環境 事業計画書（教育目標・教育計画含む）・事業実績書
（６）学生の生活支援 学生支援の取り組み状況（事業計画書内）
（７）学生納付金・修学支援 募集要項

（２）各学科等の教育 理念・教育方針・カリキュラム
（３）教職員 教職員一覧（氏名、役職）　（事業計画書内）
（４）キャリア教育・実践的職業教育 就職実績・キャリア教育

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL:https://www.suzuki.ac.jp/

（８）学校の財務 貸借対照表　収支計算書
（９）学校評価 学校関係者評価
（１０）国際連携の状況

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
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○ 外国語Ⅰ
医療の現場で遭遇する会話に重点を置いて
,医療人として役立つ英語を身に付けるこ
とを目的とする。

１
前

34 2 ○ ○ ○

○ 外国語Ⅱ
最小限必要な英語の基礎的事項を確認しな
がら，その上で医療現場での会話及び読解
に慣れ親しむことに重点を置く。

１
後

34 2 ○ ○ ○

○ 保健体育

保健体育では、少人数でのラケットスポーツ
やチームスポーツ種目を実施する。正確なル
ールやゲームにおける効果的なポジショニン
グを行い、種目に対する興味を深め生涯スポ
ーツとして継続していくための動機づけを高
める。

１
前

68 4 ○ ○ ○

○ 社会学

①世間一般的な事象を様々な視点から検証し
、ものの見方を養っていく。
②情報化社会における最低限の知識を身に付
ける。
③裁判例を通して、医療従事者に対する社会
の要請を知る。

１
通

68 4 ○ ○ ○

○ 現代文
状況や立場に応じた適切な表現力を養うこ
とを第一の目的・目標として学ぶ。

１
後

34 2 ○ ○ ○

○ 解剖学Ⅰ
正常な人体における構造を総合的に理解す
る。

１
通

68 4 ○ ○ ○

○ 解剖学Ⅱ
正常な人体における構造を総合的に理解し
、鍼灸臨床に対応できる基礎知識を身につ
ける。

１
通

68 4 ○ ○ ○

○ 生理学Ⅰ
「生きる理を学ぶ」ことによって、基準と
なる人体の機能を学ぶ。

１
通

68 4 ○ ○ ○

○ 生理学Ⅱ
人体の基本的な生理機能を理解し、医療に
携わるために必要な知識を身につける。

２
通

80 4 ○ ○ ○

○
人体の構造
と機能Ⅰ

人体の構造と機能について総合的に学ぶ。
1
前

34 2 ○ ○ ○

○
人体の構造

と機能
人体の構造と機能について総合的に学ぶ。

２
通

80 4 ○ ○ ○

○ 公衆衛生学
病気の予防・健康増進の知識や技術、およ
びこれらの保健福祉の法制・倫理の基本的
知識・態度を修得することを目標とする。

２
通

80 4 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（医療専門課程　トータルケア鍼灸学科）
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授業科目等の概要

（医療専門課程　トータルケア鍼灸学科）

○ 病理学概論
代表的疾患の病態生理を理解することで、
臨床に必要となる基礎知識を学習する。

２
通

80 4 ○ ○ ○

○
リハビリテ
ーション医

学

リハビリテーション医学の理念および、運
動学の観点からの身体の構造と機能を理解
する

２
通

80 4 ○ ○ ○

○
臨床医学総

論

東洋療法を実践するうえで必要な臨床医学全
般についての基本的知識を身につける。
適切な診察法を学習し、主な症状に精通する
。

２
通

80 4 ○ ○ ○

○
臨床医学各

論Ⅰ
各疾患の病態生理や症状、代表的治療法を
学習する。

２
通

80 4 ○ ○ ○

○
臨床医学各

論Ⅱ
各疾患の病態生理や症状、代表的治療法を
学習する。

３
通

80 4 ○ ○ ○ △

○ 医療概論
「医療」の全体像を学び、「医療」の原点
とその社会的展開を考える。

１
前

34 2 ○ ○ ○

○ 関係法規

あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師
等
に関する法律および関係法規について学び、
法制度の目的・医療制度を理解し、患者の支
えとなり、人権を尊ぶ医療従事者となる基礎
を築く。

３
前

20 1 ○ ○ ○

○
社会保障と
職業倫理

社会保障制度の目的、しくみを理解する。
職業倫理について自らの考えを涵養する

３
前

20 1 ○ ○ ○

○
東洋医学概

論Ⅰ

東洋医学で重要な陰陽・気血津液、五臓六
腑の基礎を学ぶ。
東洋医学の病証、診断、症のたて方を学び
、鍼灸治療に役立てられるようにする。

１
通

85 5 ○ ○ ○

○
東洋医学概

論Ⅱ

東洋医学で重要な陰陽・気血津液、五臓六
腑の基礎を学ぶ。
東洋医学の病証、診断、症のたて方を学び
、鍼灸治療に役立てられるようにする。

１
通

85 5 ○ ○ ○

○
基礎鍼灸理

論
鍼灸の効果を論理的に理解する。

３
通

80 4 ○ ○ ○

○
経絡経穴概

論Ⅰ
経絡経穴の概念を理解し、経脈・経穴の名
称および取穴部位を学習する。

１
後

34 2 ○ △ ○ ○

○
経絡経穴概

論Ⅱ
経絡経穴の概念を理解し、経脈・経穴の名
称および取穴部位を学習する。

２
通

80 4 ○ △ ○ ○

○
東洋医学臨

床論Ⅰ

臨床上遭遇しやすい症候･疾病について,診
察の結果をもとに,治療の適不適を判断し,
適切な処置が行えるように理解する。

２
通

80 4 ○ ○ ○



授業科目等の概要

（医療専門課程　トータルケア鍼灸学科）

○
東洋医学臨

床論Ⅱ

鍼灸適応の主要症候について、病態、症状、
所見、治療方針、治療例などを「現代医学的
な考え方」と「東洋医学的な考え方」の両方
について理解し、総合的な鍼灸治療を行える
ように学習する。

３
通

80 4 ○ ○ ○

○
はりきゅう

の適応
鍼灸臨床に必要な解剖学及び臨床医学の知
識を学ぶ。

３
前

40 2 ○ ○ ○

○ 病態生理学 臨床に必要な主要症候の病態生理を学ぶ。
３
前

40 2 ○ ○ ○

○ 生体観察
触診において必要な身体の触り方、取穴に
必要な骨・骨指標や筋肉を中心に探し方を
学習する。

１
後

34 2 ○ ○ ○

○ 社会鍼灸学
鍼灸師を取り巻く社会環境を理解し、社会
のニーズに対応できる鍼灸師像を獲得する
。

３
前

40 2 ○ ○ ○

○ 鍼灸実技Ⅰ
安全かつ配慮ある鍼灸施術が行えるよう、
消毒法や鍼灸の基本実技、および道具の取
り扱いを習得する。

１
通

180 6 ○ ○ ○ △

○ 鍼灸実技Ⅱ

施術に於ける基礎知識　直刺、斜刺、横刺
の技術を身につける。
安全かつ的確な刺鍼・取穴・サイドテーブ
ルの整理整頓。

２
通

180 6 ○ ○ △ ○

○ 鍼灸実技Ⅲ
開業後の役に立つ知識と技術の習得を目指
す。

３
通

180 6 ○ ○ △ ○

○
鍼灸臨床実

習Ⅰ
実際の諸疾患の治療体験を行い、鍼灸臨床
に必要な知識・技術を習得する。

２
通

90 2 ○ ○ △ ○

○
鍼灸臨床実

習Ⅱ
実際の諸疾患の治療体験を行い、鍼灸臨床
に必要な知識・技術を習得する。

３
通

90 2 ○ △ ○ △ ○ ○

○
総合鍼灸学

演習Ⅰ
臨床上必要な人体の構造や、患者の訴える
症状別に適切な診察法を学習する。

３
前

40 2 ○ ○ △ ○

○
総合鍼灸学

演習Ⅱ
臨床上必要な人体の構造や、患者の訴える
症状別に適切な診察法を学習する。

３
前

40 2 ○ ○ △ ○

○
総合鍼灸学

演習Ⅲ
臨床上必要な人体の構造や、患者の訴える
症状別に適切な診察法を学習する。

３
後

40 2 ○ ○ △ ○

○
総合鍼灸学

演習Ⅳ
臨床上必要な人体の構造や、患者の訴える
症状別に適切な診察法を学習する。

３
後

40 2 ○ ○ △ ○



授業科目等の概要

（医療専門課程　トータルケア鍼灸学科）

○
総合東洋医

学演習
人体の生理機能について理解することで、
東洋医学への理解を深める。

３
後

40 2 ○ ○ ○

○
総合医療概

論Ⅰ

骨・筋・神経の構造および機能と経絡経穴
を総合的に理解し、鍼灸臨床に対応できる
基礎知識を身につけることを目標とする。

２
前

40 2 ○ ○ ○

○
スポーツ科

学Ⅱ
スポーツ傷害、トレーニング計画について
学ぶ。

２
通

80 4 ○ △ ○ ○

○
スポーツ鍼

灸
スポーツ傷害に必要な知識と技術について
学ぶ。

３
前

40 2 ○ ○ ○

○
美容・小児

学

経絡顔筋マッサージ　アキュレッチ®のベ
ーシック技術とそれに伴う知識等を学ぶ。
小児はり診療の基礎的知識・技術等を学ぶ
。

２
前

40 2 ○ ○ ○

○ 美容鍼灸
顔面部の悩みを解決するための総合的な鍼
灸実技・附帯技術の演習を行う。

３
後

40 2 ○ ○ ○

○ 介護学概論
介護予防に必要な知識と技術について学ぶ
。

３
後

40 2 ○ △ ○ ○

47　　　科目 3028　単位時間(  144　単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

・学則に定められた授業時間に出席していること・定期試験に全て合格しているこ
と

１学年の学期区分　2　期
１学期の授業期間 20　週

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

合計


